
近
年
の
花
き
業
界
で
は
、
「
季
節

感
」
や
「
自
然
な
雰
囲
気
」
を
演
出

す
る
ユ
ー
カ
リ
や
ハ
ナ
モ
モ
な
ど
の

「
枝
物
」
や
、
パ
ン
パ
ス
グ
ラ
ス
や

ス
ス
キ
な
ど
の
「
草
花
」
の
人
気
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。「
枝
物
」「
草
花
」

は
低
コ
ス
ト
・
省
力
で
、
遊
休
農
地

で
も
栽
培
で
き
ま
す
。
こ
の
「
枝

物
」「
草
花
」の
普
及
の
一
環
と
し
て
、

千
葉
県
立
大
原
高
等
学
校
園
芸
系
列

と
連
携
し
た
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

学
校
側
で
は
、
農
業
現
場
で
始
ま

っ
て
い
る
話
題
・
新
た
な
取
組
を
、

生
徒
が
学
習
す
る
機
会
を
作
り
た
い

と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
当
事
務
所
の
枝
物
・
草
花
栽
培

講
座
に
、
園
芸
系
列
生
徒
が
参
加
し

て
い
ま
す
。
枝
物
・
草
花
を
使
っ
た

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ブ
ー
ケ
づ
く
り
を
通
じ
、

枝
物
・
草
花
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
、

夷
隅
地
域
に
適
し
た
樹
種
の
選
定
や

苗
木
の
増
殖
方
法
等
の
調
査
も
行
っ

て
い
ま
す
。

今
後
も
枝
物
・
草
花
の
普
及
を
進

め
る
た
め
、
園
芸
系
列
の
生
徒
と
と

も
に
調
査
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

夷隅農業事務所

普及だより
発行：夷隅農業事務所
　　　TEL0470－82－2213　FAX0470－82－3975　〒298－0212 千葉県夷隅郡大多喜町猿稲14
　　　ホームページアドレス　http://www.pref.chiba.lg.jp/ap-isumi/

第75号
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枝物・草花を使ったブーケづくり 枝物試験栽培　生育観察

枝物　（苗の鉢上げ） 枝物の苗づくり（挿し木）
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ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
に
よ
る
水
稲
の

食
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
ジ
ャ
ン

ボ
タ
ニ
シ
は
２
〜
３
㎝
で
成
貝
と
な

り
、
５
㎝
程
度
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
繁
殖
力
が
非
常
に
高
く
、
水

面
よ
り
高
い
場
所
に
ピ
ン
ク
色
の
卵

を
産
み
付
け
ま
す
。
こ
の
卵
に
は
神

経
毒
が
含
ま
れ
る
た
め
、
卵
を
捕
食

す
る
生
き
物
は
ほ
ぼ
い
ま
せ
ん
。

１　
冬
対
策

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
対
策
の
１
つ
と

し
て
、
厳
寒
期
（
12
月
下
旬
か
ら
２

月
頃
）
の
耕
う
ん
が
効
果
的
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
①
成
貝
の
物
理
的
破

壊
、
②
凍
死
に
よ
る
駆
除
効
果
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

耕
う
ん
は
２
〜
３
回
実
施
す
る
の

が
理
想
的
で
、
耕
う
ん
の
際
は
、
①

作
業
速
度
は
通
常
よ
り
２
〜
４
割
遅

く
（
時
速
1
・
4
㎞
以
下
）
、
②
ロ

ー
タ
リ
ー
の
回
転
数
は
早
く
（
Ｐ
Ｔ

Ｏ
ギ
ア
２
速
）
、
③
ほ
場
全
面
を
残

さ
ず
耕
う
ん
す
る
事
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。

２　
春
対
策

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
被
害
を
軽
減

す
る
に
は
、
厳
寒
期
の
耕
う
ん
に
加

え
、
４
月
以
降
の
水
稲
移
植
後
の
対

策
の
徹
底
も
重
要
で
す
。

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
は
水
深
が
浅
い

と
活
動
が
制
限
さ
れ
、
か
つ
水
中
で

な
い
と
摂
食
で
き
な
い
事
か
ら
、
移

植
後
は
浅
水
管
理
（
水
深
４
㎝
以

下
）
と
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
代
か

き
を
丁
寧
に
行
い
、
ほ
場
を
均
平
に

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

た
だ
し
、
除
草
剤
散
布
後
は
、
除

草
効
果
を
十
分
発
揮
さ
せ
る
た
め
、

１
週
間
程
度
は
や
や
深
く
、
水
深
３

〜
５
㎝
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

化
学
肥
料
の
価
格
高
騰
が
続
い
て

お
り
、
今
後
も
こ
の
傾
向
が
続
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
化

学
肥
料
の
使
用
量
削
減
に
向
け
た
取

組
を
２
つ
紹
介
し
ま
す
。

１　
家
畜
ふ
ん
堆
肥
の
活
用

家
畜
ふ
ん
を
主
原
料
と
す
る
堆
肥

に
は
多
く
の
肥
料
成
分
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
堆
肥
を
化
学
肥
料
の
代
替

資
材
と
す
る
こ
と
で
、
化
学
肥
料
の

使
用
量
を
削
減
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
堆
肥
に
含
ま
れ
る
成
分

の
全
て
を
農
作
物
が
す
ぐ
利
用
で
き

る
わ
け
で
は
な
く
、
堆
肥
の
種
類
に

応
じ
た
施
用
量
の
算
出
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
下
表
の
鶏
ふ
ん
堆
肥
を

使
用
し
て
基
肥
窒
素
１
㎏
分
を
代
替

し
た
い
場
合
、
窒
素
成
分
量
2.5
％
、

窒
素
の
肥
効
率
が
50
％
な
の
で
80
㎏

の
鶏
ふ
ん
堆
肥
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
未
熟
な
堆
肥
の
施
用
に
よ

る
生
育
障
害
を
避
け
る
た
め
、
堆
肥

の
施
用
は
、
は
種
や
移
植
の
１
か
月

前
を
目
安
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

２　
局
所
施
肥
技
術
の
活
用

農
作
物
の
根
が
分
布
す
る
範
囲
に

に
施
肥
を
す
る
こ
と
で
、
肥
料
の
吸

収
効
率
を
高
め
る
施
肥
法
で
す
。
マ

ル
チ
内
施
肥
や
水
稲
の
側
条
施
肥
、

育
苗
箱
や
セ
ル
ト
レ
イ
へ
の
施
肥
等

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
キ
ャ
ベ
ツ
の

セ
ル
内
施
肥
で
は
、
約
４
割
の
窒
素

減
肥
が

可
能
で

す
。こ

れ

ら
を
含

め
た
減

肥
の
取

組
の
詳

細
に
つ

い
て
は
、

農
業
事

務
所
に

ご
相
談

く
だ
さ

い
。

種類別の家畜ふんたい肥成分量、肥効率及び特徴

ジャンボタニシと卵塊

 1.0 1.2 1.6

 1.4 2.8 1.6

 2.5 6.6 3.6

 窒素 りん酸 加里

成分量※1

（現物当たり％）

牛ふんたい肥
（ふん+副資材）

※1 千葉県堆肥利用促進ネットワークにおける平均値。堆肥により成分量が変わりますので、使用する成分量を確認してください。
※2 化学肥料の利用効率を100％とした場合の堆肥の肥料的効果の指数

堆肥の種類 特　　徴

豚ふんたい肥
（ふん+副資材）
鶏ふんたい肥
（採卵鶏ふん主体）

 30 80 90

 30 80 90

 50 80 90

土づくり効果が高い

牛ふんと鶏ふんの中間的特徴

肥料的効果が高い
石灰が多い

 窒素 りん酸 加里

堆肥の肥効率※2

（％）
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３
名
の
新
規
就
農
者
に
よ
っ
て
結

成
さ
れ
た
青
年
農
業
者
グ
ル
ー
プ

Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
の
活
動
が
、
令
和
４
年
５

月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー

は
横
浜
か
ら
移
住
し
有
機
栽
培
を
始

め
た
染
森
信
吾
さ
ん
（
い
す
み
市
）
、

新
規
就
農
予
定
の
最
首
雄
大
さ
ん

（
い
す
み
市
）
、
露
地
野
菜
を
栽
培

し
、
将
来
は
い
ち
ご
の
栽
培
を
目
指

す
山
村
孟
希
さ
ん
（
大
多
喜
町
）
で

す
。３

人
は
「
新
規
就
農
は
初
期
投
資

の
負
担
や
販
路
の
確
保
、
経
営
の
安

定
化
が
困
難
な
こ
と
」
、
「
１
人
で

は
作
業
効
率
に
限
界
が
あ
る
」
、

「
夷
隅
地
域
で
新
た
な
形
の
農
業
を

展
開
し
た
い
」
と
考
え
、
農
業
経
営

体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
で
の
活
動
を
通
じ

て
集
結
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
い
す
み
市
岬
町
東
中

滝
で
、
解
散
し
た
営
農
組
合
の
土
地

を
活
用
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ナ
バ
ナ
を
試
作
し
、

課
題
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

い
す
み
市
日
在
で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽

培
を
始
め
、
収
穫
体
験
を
プ
レ
開
催

し
ま
し
た
。
活
動
を
通
し
て
他
地
域

の
青
年
農
業
者
組
織
と
交
流
が
増
え

た
こ
と
も
あ
り
、
来
年
度
は
本
格
的

に
参
加
者
の
周
知
を
行
い
、
イ
ベ
ン

ト
を
催
す
予
定
で
す
。

将
来
は
、
都
内
マ
ル
シ
ェ
へ
の
出

店
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
体
験
な
ど

食
育
活
動
の
実
施
、
耕
作
放
棄
地
の

活
用
な
ど
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
（
根
）
の
と
お
り
、

地
域
に
根
付
く
農
業
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

概
要農

業
経
営
収
入
保
険
（
以
下
、
収

入
保
険
）
と
は
、
経
営
努
力
で
は
避

け
ら
れ
な
い
様
々
な
リ
ス
ク
に
よ
る

収
入
減
少
を
補
償
す
る
も
の
で
す
。

加
入
で
き
る
方

青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者

（
個
人
・
法
人
）

対
象
収
入
・
補
填
の
仕
組
み

収
入
保
険
は
加
入
者
の
農
産
物
の

販
売
収
入
を
対
象
に
、
基
準
収
入
の

９
割
を
下
回
っ
た
と
き
に
下
回
っ
た

額
の
９
割
を
上
限
に
補
填
し
ま
す
。

※
補
償
割
合
９
割
を
選
択
し
た
場
合

千
葉
県
に
よ
る
補
助

令
和
４
年
度
か
ら
６
年
度
ま
で
、

新
た
に
収
入
保
険
に
加
入
す
る
農
業

者
に
対
し
、
初
年
度
の
み
保
険
料
の

補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

収
入
保
険
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

千
葉
県
農
業
共
済
組
合
わ
か
し
お
支

所
夷
隅
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
４
７
０
ー

６
２
ー
２
４
２
１
）
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

収
入
保
険
で
農
業
経
営
リ
ス
ク
に
備
え
ま
し
ょ
う
！

若
手
生
産
者
の
紹
介

そ
め
も
り
し
ん
ご

や
ま
む
ら
も
と
き

さ
い
し
ゅ
ゆ
う
だ
い

ル
　
　
ー
　
　
ト

○
自
然
災
害
に
よ
る
減
収

○
災
害
で
作
付
で
き
な
い

○
倉
庫
の
浸
水
被
害

○
取
引
先
の
倒
産

○
盗
難
や
運
搬
中
の
事
故

○
ケ
ガ
や
病
気
で
収
穫
で
き
な
い

○
市
場
価
格
の
低
下

○
為
替
の
変
動
に
よ
る
収
入
減
少

ROOTの皆さん
左から最首さん、染森さん、山村さん

さいしゅ そめもり やまむら

様々なリスクとは…？

納付する保険料 受け取れる保険金

 100 8,485 22,500 6,282 37,267

 500 42,426 112,500 13,410 168,336

 1,000 84,852 225,000 22,320 332,172

→

→

→

万円 万円 万円 万円 万円円 円 円 円

 9 18 36 81

 45 90 180 405

 90 180 360 810

基準
収入

※上の表は最大の補償に加入した場合の例です。
※この保険料は令和５年１月から適用されます。

保険料 積立金 計
20％ 30％ 50％

収入減少の程度

100％

付加
保険料
（事務費）
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秋
場
さ
ん
は
、
昭
和
52
年
に
就
農

し
、
い
す
み
市
岬
町
谷
上
で
梨
の
生

産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ブ
ラ
ン

ド
梨
で
あ
る
『
岬
な
し
』
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
産
地
を
牽
引
し
、
平
成
25

年
に
は
千
葉
県
指
導
農
業
士
に
認
証

さ
れ
ま
し
た
。
千
葉
県
指
導
農
業
士

会
会
長
、
一
宮
・
岬
梨
組
合
長
、
そ

の
他
千
葉
県
果
樹
園
芸
組
合
連
合
会
、

岬
町
農
振
会
な
ど
長
年
に
わ
た
り
関

係
団
体
の
要
職
を
務
め
ら
れ
、
千
葉

県
農
業
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
は
、
担
い
手
確
保
対
策
と
し

て
、
新
規
参
入
の
難
し
い
梨
で
の
就

農
希
望
者
の
研
修
受
入
を
行
っ
て
お

り
、
既
に
１
名
が
就
農
、
２
名
が
就

農
を
目
指
し
研
修
中
で
す
。
こ
の
取

組
は
県
下
の
先
駆
事
例
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
、
千
葉
県
農
業
士
と

し
て
、
い
す
み
市
須
賀
谷
の
馬
上
温

香
さ
ん
が
新
規
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

馬
上
さ
ん
は
生
乳
の
加
工
・
販
売

経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
乳
加
工

で
は
父
が
経
営
し
て
い
る
高
秀
牧
場

の
生
乳
を
使
用
し
、
牧
場
と
千
葉
市

の
２
店
舗
で
チ
ー
ズ
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
、

菓
子
類
、
軽
食
を
提
供
し
て
お
り
、

チ
ー
ズ
は
国
内
外
の
コ
ン
ク
ー
ル
で

数
多
く
の
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

地
域
交
流
牧
場
全
国
連
絡
会
製
造

部
会
長
を
務
め
、
活
発
な
部
会
運
営

に
貢
献
す
る
中
、
牧
場
で
の
酪
農
体

験
、
県
内
外
で
の
食
育
に
関
す
る
講

演
を
通
じ
女
性
と
し
て
の
視
点
で
食

育
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
後
も
地
域
農
業
の
担
い
手
と

し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

夷
隅
農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー

　
〜
新
た
に
農
業
を
始
め
る
人
へ
〜

新
規
就
農
者
向
け
に
、
３
年
間
の

段
階
別
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
、
研

修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
は
、
『
知
識
・
技
術
』
と

『
問
題
解
決
能
力
』
の
習
得
、
『
地

域
の
仲
間
づ
く
り
』
で
す
。

研
修
会
の
中
で
は
、
座
学
に
限
ら

ず
、
視
察
や
交
流
会
、
他
地
域
の
農

業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
生
と
の
相

互
訪
問
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

水
稲
や
野
菜
、
果
樹
、
畜
産
等
の

様
々
な
経
営
の
新
規
就
農
者
が
参
加

し
て
い
ま
す
。

農
業
の
基
礎
研
修
に
加
え
、
品
目

別
の
専
門
研
修
も
行
っ
て
い
ま
す
。

奮
っ
て
御
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
者

新
た
に
農
業
に
就
い
た
方

（
概
ね
45
歳
ま
で
）

開
催
時
期

月
１
回
程
度

開
講
時
期

令
和
５
年
５
月
下
旬

　
　
　
　
　

〜
令
和
６
年
３
月

夷
隅
農
事
の
農
業
講
座

　
〜
至
極
の
３
部
作
の
ご
案
内
〜

「
地
方
な
ら
で
は
の
仕
事
づ
く

り
」
「
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
し
て
３

つ
の
農
業
講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

①　

い
す
み
の
野
山
で
仕
事
づ
く
り

枝
物
・
草
花
栽
培
講
座

遊
休
農
地
で
「
枝
物
」
「
草
花
」

を
楽
し
く
栽
培
し
て
出
荷
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

②
〜
お
し
ゃ
れ
果
実
生
活
〜

　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
講
座

低
コ
ス
ト
で
省
力
的
に
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
を
栽
培
で
き
る
「
針
葉
樹
樹
皮

栽
培
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
小
面
積

の
栽
培
か
ら
始
め
て
、
市
場
出
荷
に

も
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

③
目
指
せ
直
売
農
業
！
実
践
講
座

自
分
で
野
菜
や
花
を
栽
培
し
て
、

農
産
物
直
売
所
に
出
荷
し
て
み
た

い
！
野
菜
づ
く
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た

コ
ツ
か
ら
、
出
荷
方
法
ま
で
学
ぶ
講

座
で
す
。

セ
ミ
ナ
ー
・
各
講
座
の
問
合
せ
及
び

参
加
希
望
は
、

夷
隅
農
業
事
務
所
改
良
普
及
課　

☎
０
４
７
０
（
８
２
）
２
２
１
３

令
和
４
年
度
文
化
の
日

千
葉
県
功
労
者
表
彰
受
賞

　
　
　
（
農
林
水
産
功
労
）

い
す
み
市　
秋
場
靜
さ
ん

参
加
者
募
集

秋場　靜さん
（いすみ市）

あきば　  しずか

馬上温香さん
（いすみ市）

まがみはるか

祝

い
す
み
市　
馬
上
温
香
さ
ん

農
業
士
新
規
認
証
者
の
紹
介


